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１． 研究計画の概要 

新型インフルエンザや原発事故に端を発
する風評被害など、ある特定の地域で発生し
た社会的イベントがその地域に留まること
なく、瞬く間に、世界中に広がることを、我々
は現代的な現象として認識し始めている。こ
のような現象は、マーケットやネットワーク
といった参加者の相互依存の関係が内包さ
れる環境のもとで発生している。本研究は、
この「社会的なイベント」を「情報」と捉え、
その情報が拡散・伝播するメカニズムを明ら
かにすることを目的としている。 

本研究では、情報伝播のメカニズムを、情
報の受け手でありかつ情報の拡散の担い手
である、マーケットやネットワークの参加者
の行動（振る舞い）を規定するマイクロな側
面と、参加者の結合・相互作用の結果生じる
情報伝播のマクロ的側面から捉えることを
試みている。マイクロな側面では、（１）情
報形成のメカニズム、（２）マーケットなど
の参加者の視点から、形成された情報への接
触、情報の価値評価ならびに取捨選択のメカ
ニズム、続いて（３）購買・投資といった行
動への情報の結びつきのメカニズムに分解
し分析ならびにモデル化を行っている。さら
に、マクロ的側面では、（４）参加者の組織
的な結合や相互作用を加味したマーケット
全体での情報伝播のメカニズムのモデル化
とその検証を行う。 

本研究では、情報伝播が発生する代表的な
領域として、クチコミなど情報伝播研究が進
んでいるマーケティング領域、コンピュータ
ウィルスなど身近な現象を内包する情報通
信ネットワーク領域、加えて、金融危機など
世界規模での現象として認識できる金融領

域を設定し、各領域固有の特徴を加味した現
象の説明を試みるともに、それらを融合した
統合的なモデルの構築を目指している。 

 理論的なモデルの構築と実データによる
検証に加え、マルチエージェントベースのシ
ミュレーションモデルを構築し、理論的なモ
デルの妥当性ならびに説明力の検証を実施
する。 

 

２．研究の進捗状況 

（マーケティング領域）代表的な事例として、
「個人投資家の投資行動」を取り上げ、2009

年度に、実際に投資を行っている個人投資家
を対象とした調査を行った。調査票の作成に
当たって、実務家によるレビューを実施し、
投資環境等との整合性の確認をはかった。個
人投資家市場は近年急速に成長しており、証
券会社等の窓口以外からの情報の獲得など、
その行動様式の分析はほとんど行われてい
ない。個人の行動特性である特異性を加味し
たモデル化を行い分析を行った。その結果を
論文としてまとめているところである。また、
「マーケティングにおける購買行動」の代表
的な例であるクチコミに関連して、2009 年
度には、最新の研究成果を収集するとともに、
研究成果の中間的報告の場として、「情報伝
播のメカニズム分析～マーケティングにお
ける先端研究～」と題した研究会を開催した。 
（情報通信ネットワーク領域）「ウィルスの
拡散過程」を題材にモデル化を行うとともに、
その深化をはかった。疫学分野で活用されて
いるSISモデルやSIRモデルを拡張したモデ
ルである。収集中の実データをもとに検証を
行い論文にまとめる予定である。「インター
ネットをベースとしたオピニオン形成プロ
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セス」に関してマイクロモデルの提案ならび
にその拡張を行っている。検証を行うための
データの収集を行い論文としてまとめつつ
ある。 

（金融領域）「金融機関の決済行動における”
Contagion”」を代表的な事例として取り上げ
て研究を進めてきた。金融機関の決済行動に
対応するマイクロモデルを作成し、その挙動
を理論的に検証した。その結果、流動性ショ
ックなどの情報伝播が決済行動に大きな影
響を及ぼすことが明らかとなった。今後は、
株式市場等への展開を予定している。 

 シミュレーションプラットホームの構築
を進めている。特に、既存のマルチエージェ
ントシミュレータによる現象の再現可能性
を検証し、その拡張を行った。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

いずれの領域においても、マイクロな側面の
（１）および（２）に関するモデル化ならび
にその検証が順調に進んでいる。また、（３）
に該当する部分のモデル化も着手できてい
る。これらを総合することで、（４）である
マクロモデルも構築が可能である。よって、
順調に進展していると判断できる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 計画通りに研究を推進する。ただし、ツイ
ッターをはじめとするコミュニケーション
手段が発展してきている。これらの研究への
組み込みも検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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プロジェクトのウェブページを開設した。 
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